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研究成果の概要（和文）：放射線照射時の好中球減少抑制効果を有する結核菌熱水抽出製剤（アンサー）の高齢
者肺炎の予防効果の有無につき検討を行った。
　その結果、アンサー投与群では非投与群に比べ白血球の中でリンパ球数、ヘモグロビン値、血清蛋白濃度の低
下の抑制効果が確認された。また、両群間の健康状態の比較では、アンサー投与群では風邪症候群が4名に、急
性腸炎が2名に、尿路感染症が1名に認められ、一方、非投与群では、風邪症候群が2名に、急性腸炎が3名に、尿
路感染症が1名に認められたがいずれも軽症で、両群間で有意差を認めなかった（P>0.10)。また、両群に明らか
な肺炎発症の患者を認めなかった。

研究成果の概要（英文）：We examined whether the Ancer has a preventive effect of elderly pneumonia. 
We registered 30 patients with early stage of prostate cancer who underwent radiation therapy for 
the treatment. Fifteen patients(Age 73.1± 5.4 years) with Ancer treatment were randomly selected 
and 15 patients(Age 73.7 ±5.1 years) without Ancer treatment were selected for a control group. 
Both groups were followed for three years and medical check was performed during the study period. 
As a result, there were 4 patients with common cold, 2 patients with enterocolitis and one patient 
with urinary tract infection in the Ancer group. On the other hand, there were 2 patients with 
common cold, 3 patients with enterocolitis and 1 patient with urinary tract infection in the control
 group. There was no significant difference in the prevalence of those diseases(P>0.10). There was 
no patient with pneumonia in both groups.

研究分野： 呼吸器病学
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１．研究開始当初の背景 
 

肺炎は 2011 年から疾患別死亡の第 3 位を

占め、肺炎で亡くなる患者の 95％が高齢者で

占められる。高齢者における肺炎は難治性か

つ易再発性で致死率も高く、その予防法の確

立が急務である。 

 
２．研究の目的 
 

結核菌熱水抽出製剤（アンサー○R）は、ヒ

ト型結核菌青山B株から抽出されたリポアラ

ビノマンナンおよびその他のリポ多糖を主

成分とし、現在臨床の現場では放射線療法の

白血球減少症に対して造血促進効果が期待

され使用されている。本研究で我々は虚弱高

齢者を対象として、結核菌熱水抽出製剤投与

が肺炎の予防効果を有するか否かの検討を

行った。 

 
３．研究の方法 
 

放射線療法を施行された早期の高齢前立

腺がん患者を対象として、結核菌熱水抽出製

剤投与群および非投与群の 2群に分け、初め

に採血検査で末梢血液像および血清蛋白濃

度を測定し免疫ならびに栄養状態を評価し

た。その後、アンサーを投与後に投与群およ

び非投与群で同じ採血検査を繰り返した。そ

の後2年間にわたり外来診療において健康状

態を調査した。 

 
４．研究成果 
 

対象はアンサー○R 併用群[n=15、平均年齢

73.1±5.4（SD）歳、総アンサー○R投与量 200

±70μg] および非併用群[n=15、平均年齢

73.7±5.1（SD）歳]の 2群に分割された。そ

れぞれの群で、放射線治療の前および後の末

梢血液中の総白血球数、好中球数、リンパ球

数をカウントし、同時に赤血球系の指標とし

てヘモグロビン値を、また栄養状態の指標と

して血清総蛋白濃度を測定し、アンサー○Rの

免疫能に及ぼす効果について検討した。その

結果、アンサー○R投与群および非投与群の総

白血球数は放射線治療前に比べて後ではそ

れぞれ－1062±1142 vs －609±782 /μl、

好中球数は－682±1030 vs +341±880 /μl、

リンパ球数は－505±305 vs －793±414 /μ

lと、アンサー○R投与群で好中球数の減少抑制

効果は確認されなかったが、一方でリンパ球

数の減少抑制傾向が確認された。また、ヘモ

グロビン値および血清蛋白濃度は、アンサー

○R 投与群および非投与群でそれぞれ+0.2±

0.8 vs －0.4±0.9 g/dl および0±0.5 vs －

0.3±0.5 g/dl と、アンサー○R投与群で貧血お

よび蛋白濃度低下の抑制傾向が確認された。 

 
健康状態の評価では、アンサー○R投与群で 

 
は風邪症候群が 4 名に、急性腸炎が 2 名に、 
 



尿路感染症が 1名に認められ、一方、アンサ

ー非投与群では、風邪症候群が２名に、急性

腸炎が３名に、尿路感染症が 1名に認められ

たがいずれも軽症で、両群間で有意差を認め

なかった（P>０．１０）。また、いずれの群

においても明らかな肺炎発症の患者は認め

られなかった。 
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